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まちの話題を紹介します

フォトニュース
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若者に投票を呼びかけ
７月 10 日に行われた参議院議員選挙で、若い世代にも強

く投票を呼び掛けるため、啓発用ツールを大学生がデザイン。
阪急・能勢電鉄「川西能勢口」駅前に横断幕、市役所北側に
懸垂幕、市内のローソンでレジ画面広告が掲示されました。

連携協定を結んでいる宝塚大学に協力を依頼
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ハンドボールで県大会優勝
市役所を訪れた 10 人は、「春季小学生ハンドボール大会

兼全国小学生大会予選」での優勝を市長に報告。キャプテン
の田村さんは、「一戦必勝の精神でチーム一丸となって、全
国大会でも頑張ります」と抱負を語りました。

「川西コジマーズ」が全国大会出場へ
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少年野球で全国大会へ

６月に開催された県大会で準優勝し、「野球のまち阿南第
４回少年野球全国大会」への切符を手にした「明峰少年野球
クラブ」。市役所を表敬訪問した 17 人の選手は、「全国でも
チームワークを大事に頑張ります」と意気込みを語りました。

「明峰少年野球クラブ」にエール
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市への寄付に感謝状
㈱三好キカイからの寄付は 21 年からで、今年で８回目。

支援に感謝し、市長から感謝状が贈られました。
寄付は市の発展のため、さまざまな分野で活用されるこ

とになります。

㈱三好キカイから「ふるさとづくり寄附金」
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朝市開催で地産地消
市役所南広場に朝から訪れた約 200 人が、市内で採れた

スイカやトマト、キュウリ、カボチャなど 20 種類以上の新
鮮な野菜や果物、加工品などを買い求めました。
同朝市は今年で 10 年目。市北部や南部の自然豊かな土地

で生産された旬の野菜を、より多くの人に味わってもらおう
と開催されています。市農業振興研究会が主催し、年３回を
予定。次回は９月７日㈬を予定しています。

新鮮な野菜などが並ぶ「川西元気アップ朝市」

採れたて桃の即売会に長蛇の列

毎年、たくさんの人が心待ちにしている桃の即売会
に、今年は約 700 人が訪れました。この日用意されたのは
「日

ひかわはくほう

川白鳳」約 1,600 箱。川西観光プリンセスの３人も駆け
付け、約１時間 15 分で完売しました。
市南部で育てられている早生桃は、６月中旬ごろから収

穫を開始。今年は天候に恵まれたこともあり、甘さも大きさ
も十分と、生産者のお墨付きの出来でした。

市内で収穫された、特産早
わ せ

生桃の即売会を開催
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憧れの古田さんが激励
毎年この時期に開催される少年軟式野球大会。市内だけ

でなく、県内や全国川西会議構成市町の奈良県川西町などか
ら約 560 人の野球少年達が参加し、３日間にわたり熱戦を
繰り広げました。
川西市出身で元プロ野球選手の古田敦也さんは、選手た

ちに向け「諦めない気持ちを強く持つと同時に、野球を精一
杯楽しんでください」とエールを送りました。

古田旗争奪少年軟式野球大会に 32チームが参加
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願いを込めた笹飾り
犯罪や非行のない安全で安心な地域社会を築くため、全

国で展開されている「社会を明るくする運動」。同運動の啓
発のため、川西保護区保護司会が笹を市役所１階に設置しま
した。
市内保育所の園児と保護者が作った笹飾りと、犯罪や非

行のない社会を願うメッセージが書かれた短冊が笹に付けら
れ、訪れる人の目を楽しませていました。

七夕を前に、保育所の園児が飾り付け
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自治会の活性化に向けて

市内の自治会役員らがアステホールに集まり、座談会形
式で交流会を開催。普段は交流の機会が少ない他の地域の自
治会の役員同士に、若手の市職員も加わり、課題や悩みを共
有しました。

自治会から 143人が集まり、情報共有
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市民の安全を見守る
市民の異変を迅速に把握し、必要な連絡支援体制を図る

ことを目的とする「川西市見守り協力事業者ネットワーク事
業」。協定の締結により、誰もが安心して暮らし続けられる
まちづくりへの協力をお願いすることになります。

県電機商業組合と新たに協定を結ぶ
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